
導入説明

7/31 とよはしについて語ろう

AM10：00～12：00 まちなか図書館インターナショナルスペース

参加者：20～70代 19名

多目的屋内施設ワークショップ

（日）

第１回

豊橋のまちなかについて、参加者の方それぞれが思っているまちなかの魅力と課
題を掘り下げました。

豊橋市から、多目的屋内施

設整備に関する基本的な考え

方について、市民利用のほか

プロスポーツやコンサート興

行、コンベンション機能など

多目的利用が可能な施設を目

指すことを説明しました。

レクチャー
ファシリテーターに、愛知学院大学 准教授の内藤 正和先生をお

招きし、「国内のスポーツ施設整備の動向と課題」というテーマで

お話をしていただきました。

アイスブレイク ～自己紹介～
グループワークでは少人数に分かれて行いますが、次回は異なるメンバーでグループを組むことから、

初めて同じグループになった方も活発に意見交換ができるよう、参加者全員に向けて自己紹介を行いま

した。出身やお住まいも様々でしたが、共通して豊橋市をよりよくしたいという熱い思いを聞くことが

できました。
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国内のスポーツ施設は、整備するこ

とが目的となってしまうケースがある

ことから、あくまでも魅力的なまちの

形成や市民の生活をより良くするとい

う目標のための手段とすることが大切

だというお話がありました。

グループワーク① ～「魅力と課題」～

５グループに分かれ、豊橋市のまちなかの良いところ、改善して欲しいところや不便なところを考え、話し合いました。

自然
・
文化

★いい所
・市電のある風景 ・国際色豊か
・鬼祭り、牛川の渡し
・吉田城・街路樹、豊川
・ゆったりすごせる風土

★悪い所
・ムクドリ

★いい所
・まちなか広場、まちなか図書館、美術館、水上ビル
・イベント（ホコ天など）

★悪い所
・大学生や子どもが遊ぶ場所が無い ・百貨店がない
・飲み屋ばかり・中心的シンボルがない
・建物、イベントに頼りがち ・シャッター街が多い

人
★いい所
・豊橋出身のアスリートが多い
・地域を大切にしている人が多い

★悪い所
・若者、住民が少ない（高齢化）
・豊橋らしさの魅力に気付けない
・刺激がない

商業 交通
★いい所
・市外・県外・大都市とのアクセスがよい
・買い物が車で行きやすい

★悪い所
・（施設に）駐輪場・駐車場が少ない
・車がないと不便 ・公共交通が使いづらい
・交通事故が多い

その他
★いい所
・カレーうどんが美味しい
・“日常”がすばらしい

★悪い所
・用がないと行かない
・530発祥といいながらゴミが多い
・観光スポットが乏しい

グループワーク② ～「まちの将来像」～
こんなまちになって欲しい、こんな生活がしたいなど、希望する豊橋の将来像を考え、意見交換をしました。

その他

交通 ・お城、豊橋公園を守る
・まちなかに自然を残したまちづくり
・道をもっと清潔に

・多世代間の交流が盛んな街
・ハード・ソフト両輪のまちづくり
・公共空間の活用 ・子供だけで遊べる場所
・住民目線の行政
・第二の都市と再び言われるように
・若者新婚世帯だけでなく老人も転居したい

・自転車でもアクセスしやすいように
・歩きやすいまちなか
・公共交通の利便性UP

では、どうしたいか？

自然
・
文化

商業
・駅前に飲み屋以外も！

・魅力的な店舗の集積

・豊橋グルメをもっと増やす

・県外に出た若者が戻ってくるような環境作り

・用がなくてもふらっと行きたくなる



グループ発表
グループワーク①②で出た意見をまとめ、グループごとに発表を行いました。

・現在豊橋には遊ぶところがないと感

じているため、子供たちが安心して

遊べるところが欲しいということで、

緑があって、子供や若い人を呼び込

める豊橋を目指したいです。

・大学が終わった後、友達とどこで遊

ぶかとなった時に、いつも時間つぶ

しに困り、多くはカラオケになって

しまいます。豊橋でもみんなが集ま

れるような観光施設が欲しいです。

・公共交通や魅力的なお店の少なさが

課題の一方、まちなか図書館ができ

たことへの期待の意見がありました。

・豊橋公園は手筒花火、鬼祭りなどの

歴史や文化、自然が良いため、それ

を活かして豊橋の魅力だと言えるよ

うにしたいです。

・他の市と比べるのではなく、豊橋ら

しさ、ゆったりと過ごせるところが

いいところというイメージが広まれ

ばよいと感じました。

・比較的公共交通の便が良いという意見が

あれば、使いづらく、駐車場も適切な場

所にないという話もありました。

・国際色豊かな一方、何を押し出していく

のかわからない状況になっていることが

課題です。

・SNSでコミュニケーションの手段は増え

たものの、結局対面が一番楽しいと感じ

た経験があるため、多世代間の交流が盛

んなまちを目標にしたいです。

・魅力ある施設にして、公共（市）に交通

手段を変えようという気にさせることが

必要だと思いました。

・まちなかの割に緑が多いことが魅力ですが、課題としては、若

者が楽しめる施設が少ないこと、シャッター街が多いことによ

る活気のなさや生活のしにくさ、また、徒歩で行けるような施

設がなく、自動車がないと暮らせないという話がありました。

・まちだけで目立っていても意味がなく、外から人が来るような

ものが作れるといいと思います。

・学校から帰るときにショッピングに行ったりカフェに行ったり

など、飲み屋やカラオケに行くだけじゃない過ごし方ができる

場所がないという意見が特に印象に残りました。大事なものは

人と関われる場所で、歩きながら触れられる場所があるといい

と思いました。

総括

・豊川や堤防を擁する豊橋公園、文化が魅力ですが、人々の足が

駅の周辺から出ないこと、多くのマンションの建設、住民の減

少・高齢化が課題であるとして意見が出ました。

・新幹線が止まることが大きな魅力だと思っています。

・子ども中心で物事を見ていくと、もっと移住者が出てくるので

はないかと考えています。

・（市外在住の参加者）豊橋に来てみたら、汚いと感じましたの

で、道はごみなどがきれいになってほしいと思います。

・若者の中では、飲み会離れというものがあるので、普通のご飯

屋さんもあったらいいなと感じています。

みなさんの意見から、豊橋は自然・文化が豊かなところで、魅力が多くあることがわ

かりました。一方で、若者の遊ぶところが少ないことや、お店が減ってきていること

など、いわゆるにぎわいの場が足りていないという意見が一貫して出ていました。こ

れらの点も踏まえて、今後はにぎわいと多目的屋内施設の整備をどう関連づけていく

のか、考えていきます。ホームページをご覧いただいている方も、この概要版をご覧

になった後、豊橋のまちに出たときに、「この意見はこういうことだったのか」と実

際に目で見て感じていただき、考えや思いをより膨らませて、深めていただけると幸

いです。

今後について

9/11
（日）

第２回
多目的屋内施設
を考えよう

10/23
（日）

第３回
イメージ図
を作ろう

問合せ先
豊橋市役所 文化・スポーツ部
多目的屋内施設整備推進室
電話：0532-51-2864

グループ１ グループ２ グループ３

グループ４ グループ５


